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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

金属ナノ粒子／光機能性金属有機構造複合体から成る三重項対消滅型アップコンバー
ジョンシステムの光学特性調査のために産業技術総合研究所の可視・近赤外過渡吸
収分光装置によるりん光寿命測定を行った．

実験
Experimental

静電的な相互作用を利用して銀ナノ粒子を修飾した基板へLbL法によってMOFs
（増感層）を堆積させた基板ならびにMOFsのみを堆積させた基板へ発光分子層を
製膜することでAgNPs複合化UCシステムおよびUCシステムを作成した．これら
のUCシステムへ励起光の波長を535 nmとし，りん光寿命を測定した．

結果と考察
Results and Discussion

得られた結果を会合などの影響を考慮し，2成分フィッティングを行った（Fig. 1
とFig. 2）．その結果，今回の測定ではAgNPs複合化UCシステムにおいてりん光寿
命が176.8 μs，UCシステムでは188.7 μsという結果であった．これは，僅か
にAgNPs複合化UCシステムの方がりん光寿命が短寿命化していることが確認され，
金属ナノ粒子による放射増強ならびに消光が生じている可能性を示唆する結果となっ
た．今後は，これらの解析結果から金属ナノ粒子／光機能性金属有機構造複合体か
ら成る三重項対消滅型アップコンバージョンシステムにおける光学特性についてさ
らなる考察を重ねていくつもりである．

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 Time-resolved phosphorescence measurements for AgNPs / UC systems.
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Fig. 2 Time-resolved phosphorescence measurements for UC systems.
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